
事業概要（新たな活用の視点）
・香川県の縫製品は、昭和30年頃から米国向けの輸出を中心に発展し、その後は輸出品
から国内向けへと転換したが、昭和60年代からは価格競争が激しくなり、生産拠点の中国
への移行を始めた。現在、香川県内の縫製品工場は減少の一途を辿っている。
・足長等のサイズの不適合解決のため、他社が開発した3次元足形測定器の改良により介
護靴へも対応できることとなったため、個々の足に対応した3Dフルオーダー・セミオーダー
介護靴の開発に着手した。
・3次元計測からの最適サイズの自動判定による介護靴、3次元計測からの靴木型の自動
設計による3Dフルオ ダ セミオ ダ 介護靴 3Dまつり縫いフルオ ダ セミオ
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設計による3Dフルオーダー・セミオーダー介護靴、 3Dまつり縫いフルオーダー・セミオー
ダー介護靴を開発し、製造・販売を行う。

地域資源における関係事業者との連携
・地元の協力企業に対して製造を委託するとともに、自社
において、3Dまつり縫いフル・セミオーダー介護靴への
まつり縫い技術獲得後は、まつり縫い技術の習得を支
援する。

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）
◆競争力
・本製品は、サイズ展開が豊富で、曲面はポストミシン
を用いて立体的に加工するなど足にやさしい縫製技
術で優位性がある。また、縫い目が足を傷つけること
がないよう、「まつり縫い」で縫合することを目指す。
◆市場性
・介護靴市場は靴市場においてはニッチマーケットで
あるため、特定の市場規模データがないが、要介護
者数は年々増加しており、顧客の足に適合する立体
的なサイズ展開のニーズは拡大すると考えられる。
◆販路
・現在の販路である大手卸売り業者、量販店及び百貨
店を中心に、3D測定器設置による販路開拓を行って
いく。


